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　このたび，『膵癌診療ポケットガ

イド』が刊行され，読ませていた

だく機会を得た．膵癌は 21 世紀

に残された最も予後不良な消化器

癌の一つであり，各方面からの研

究が進みつつあるものの治療成績

に反映されるまでに至っていな

い．日本膵臓学会では『膵癌取扱

い規約（第 6 版）』ならびに『膵

癌診療ガイドライン（第 2 版）』

を昨年出版し，また膵癌登録も実

施しており，これらは本邦におけ

る膵癌治療のための 3 つの大き

な柱となっている．膵癌の治療成

績はいまだに不良で十分なエビデ

ンスも少ない．これらの 3 本柱の

資料を上手に利用しながら第一線

で活躍中の臨床医の意見を 

MEMO で取り上げており，執筆者

の本音の意見がうかがえて大変面

白い．また，膵癌治療は今後さら

なる新しい治療法が開発されなけ

ればならないが，TOPICS として

これからの展望についても述べら

れている．研修医あるいは若手医

師に膵癌治療の現状を読み取って

いただくことはもちろんである

が，さらなる治療成績向上のため

の新しい治療開発にもつながるこ

とを期待している．
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